平成19年度　福祉サービス等評価調査者フォローアップ研修カリキュラム

	
	時間
	形式
	研修項目
	主な内容
	講師

	１日目
	障害

分野

〔定員:20人〕

１/29(火)

於：かしのき
	9:20‐9:30

(10分)
	
	オリエンテーション
	
	

	
	
	9:30-10:00

（30分）
	講義
	総合評価作成の視点について
	・利用者に分りやすい総合評価作成について訪問調査での着眼点について学ぶ
	華頂短期大学/

武田康晴氏


	
	
	10:00-11:00

（１時間）
	講義

実習
	グループワーク
	・実習グループ毎に、聞き取り項目の絞り込みと着眼点の確認
	

	
	
	11：00-11:30

（30分）
	見学
	施設見学
	・実習施設先を見学
	

	
	
	12：30‐17:00

（４時間半）
	実習
	各グループ毎に聞き取り調査実習・

まとめ
	・項目について聞き取りを行い、エビデンスシートにまとめる
	かしのき/矢野隆弘氏

	
	保育

分野
〔定員:30人〕

1/30(水)

於：せいかだい保育所
	9:20‐9:30

(10分)
	
	オリエンテーション
	
	

	
	
	9:30-10:00

（30分）
	講義
	総合評価作成の視点について
	・利用者に分りやすい総合評価作成について訪問調査での着眼点について学ぶ
	華頂短期大学/

武田康晴氏



	
	
	10：00-10:30

（30分）
	見学
	施設見学
	・実習施設先を見学
	

	
	
	10:30-11：30

（１時間）
	講義

実習
	講義・グループワーク
	・実習グループ毎に、聞き取り項目の絞り込みと着眼点の確認
	

	
	
	12：30‐17:00

（４時間半）
	実習
	各グループ毎に聞き取り調査実習・

まとめ
	・項目について聞き取りを行い、エビデンスシートにまとめる
	三室戸保育園/

杉本一久氏　

	２日目
	障害・保育分野

合同

２/５ (火)

於：社会福祉会館(二条城北)
	9:30-12:00

(2時間30分)
	実習
	保育・障害分野毎にわかれて、評価結果の作成
	・総合評価について各グループ毎にまとめる
	華頂短期大学/

武田康晴氏


	
	
	13:00‐16:30

(3時間半)

(休憩10分含)
	講義
	各グループ毎に評価結果を発表・講評
	・利用者の視点に立った総合評価の視点や表現方法について学ぶ
	


■カリキュラムの趣旨

目的：第三者評価は、利用者が事業所のサービスの質を選択するために有効な資料として活用されることが目的です。このため、｢総合評価｣の作成にあたっては、各項目についての専門性に立った指摘を行なうにとどまらず、事業全体を把握した上で、利用者のサービス選択に必要な視点やわかりやすい表現が望まれます。今回は「総合評価」の作成にあたっての訪問調査時の視点とその表現方法について学びます。

　
